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初めまして。この度、光栄にもリレー随筆
のバトンをいただきました、鹿児島県立大島
病院救急救命センター・救急科専攻医１年目
の永井藤昌（ながいふじえ）と申します。ま
ずは簡単に自己紹介をさせて下さい。私は栃
木県にある自治医科大学の出身であり、卒業
後は「鹿児島県立病院群・初期臨床研修プロ
グラム」で初期臨床研修の２年間を終えまし
た。現在は県立大島病院の救急救命センター
に所属しており、奄美大島での暮らしは、か
れこれ３年目に突入しています。専攻医１年
目として慣れない業務や重責に押しつぶされ
そうになりながら慌ただしい日々を過ごして
いますが、休日には奄美大島の美しい海や美
味しい料理に癒されながら、楽しい日々を過
ごしています。

寄稿にあたり、何をテーマにこの随筆を書
かせていただこうか大変悩みました。誰か
に熱く語れるほどの趣味を持たない私です
が、１つ申し上げるとすれば、お酒が大好き
です。本当に好きです。再三にわたり多方面
に確認し、「テーマは本当に何でもいいんだ」
と確証（というか免罪符）を得ましたので、
今回は奄美の夜を愛し、夜な夜な暖簾をくぐ
り続けてきた私が、自信を持っておすすめで
きる「奄美大島の美味しい居酒屋さん」を５
つ、厳選してご紹介しようと思います。これ
から奄美大島に観光で訪れようと考えている
方、次の勤務地として考えている医療関係者
の方々などの参考になれば幸いです。ちなみ
に、私は決して屋仁川（奄美大島の繁華街）
の回し者ではありません。

１店舗目「優歩（ゆうほ）」

私が最初にご紹介したいイチオシの居酒屋
は、「優歩」さんです。奄美の夜の代名詞で
ある「屋仁川通り」のメインストリートから
少し離れたところに位置するこのお店は、建
物に看板もないため隠れ家的な存在です。初
めて行く際はスマホのマップを片手に、少し
探すのに苦労するかもしれません。地場産の
新鮮なお刺身盛り合わせをはじめ、島料理に
一工夫加えた創作メニュー（「あおさとトマ
トのだし巻き玉子」や「奄美もずくの揚げ春
巻き」「タナガ（手長エビ）の唐揚げ」など）
が絶品と評判です。奄美では珍しく、全国か
ら厳選した日本酒を入れ替えながら取り揃え
ています。もちろん、レアな銘柄を含む黒糖
焼酎も豊富です。何を頼んでもハズレがなく、
お酒が進む味付け。メニューを選ぶ段階から
ワクワクします。小さめのお店なので大人数
の飲み会には向かないかもしれませんが、少
人数の飲み会や女子旅、デートにもおすすめ
です。

2 店舗目「神楽（かぐら）」

２つ目にご紹介するのは、先ほどの隠れ家
とは打って変わって、屋仁川のメイン通りに
堂々と店を構える人気店、「神楽」さんです。
一歩足を踏み入れた瞬間から「あ、良いお店
に来たな」と実感させてくれる、非常にオシャ
レで落ち着いた内装が特徴です。個室もある
ので接待や会食、大人のデートにぴったりで

奄美大島の夜を彩る、絶品居酒屋５選

｜ 鹿児島県立大島病院救急救命センター・救急科専攻医 ｜ 永井 藤昌
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す。週末はもちろん、平日であっても事前予
約は必須の大人気店です。定番メニューにひ
と工夫加えた創作料理が多く、意外な食材の
組み合わせ（真鯛と長芋の鉄板焼きなど）が
楽しくてどれもハズレがありません。ちなみ
に、私はこのお店の海老マヨが世界一好きで
す。また、地元の新鮮な夜光貝のお刺身や、
臭みのないヤギ汁など、奄美ならではの食材
も丁寧に調理されていて美味しいと好評で
す。実はこのお店ランチ営業もしていて、お
刺身や焼き魚、小鉢などがついたお得な御膳
ランチ（1,800 円前後）も贅沢で美味しいと
評判です。

３店舗目「SAKE 工房 心 〜 cocoro 〜」

３つ目にご紹介するのは、お酒、特に「奄
美黒糖焼酎」をディープに楽しみたいなら
絶対に外せないお店、「SAKE 工房 心 〜
cocoro 〜」さんです。店名に「SAKE」と冠
されている通り、このお店のお酒に対する、
とりわけ黒糖焼酎へのこだわりと愛情は凄ま
じいものがあります。それもそのはず、店主
さんは「焼酎アドバイザー」の資格を持つ、
いわばお酒のプロフェッショナル。「こうい
う味わいが好き」「この料理に合わせたい」
と伝えると、ぴったりの銘柄やおすすめの飲
み方（水割り、ロック、湯割りなど）を親切
に提案してくれます。地元の人（島人）から
も観光客からも絶大な支持を得ている、予約
必須の大人気店です。伝統的な郷土料理を
ベースにしつつ、ひと工夫加えたクオリティ
の高い創作料理が「何を食べても美味しい」
と評判で、店名に「心」とあるように、店主
さんやスタッフの方々が非常に気さくで、元
気よく「心と心でつながる」ような接客をし
てくれます。

４店舗目�「奄美料理 黒酎ダイニング 纏 
〜 matoi 〜」

４つ目にご紹介するのは、「奄美料理 黒
酎（こくちゅう）ダイニング 纏 〜 matoi 〜」
さんです。店名にある「黒酎（こくちゅう）」
とは、黒糖焼酎の別称。その名の通り、王道
の島料理と黒糖焼酎を、バリエーション豊富
に、かつスタイリッシュでカジュアルな空間
で楽しめることで人気を博しています。店内
は洗練されたダイニングバーのような雰囲気
を持ちながらも、一歩足を踏み入れれば、非
常にアットホームで賑やかな活気に満ちあふ
れています。店主さんが釣り好きなこともあ
り、確かな目利きで仕入れた地魚の鮮度が抜
群と評判です。「お造りの盛り合わせ」は、
南国ならではのカラフルな地魚や地元の貝

（夜光貝など）が、１人前でも驚くほどのボ
リュームで美しく盛られて出てくるため、最
初に頼むべき定番メニューとなっています。
ちなみに、このお店のマンゴーソースの海老
マヨは本当に絶品です。是非是非食べてみて
下さい。カウンターの前にずらりと並んだ黒
糖焼酎の中から、スッキリ系から芳醇な長期
熟成ものまで、気分に合わせて飲み比べが楽
しめます。店内は落ち着いた雰囲気ながらも、
気さくな店長さんをはじめスタッフの方々の
気配りが良く、非常にアットホームで賑やか
です。カウンター席とテーブル席があり、１
人旅のチョイ飲みから、友人同士の飲み会、
観光、プチ接待まで、幅広いシーンで使い勝
手の良いお店です。

５店舗目「FISH- 魚屋がする居酒屋 -」

最後、５つ目にご紹介するのは、現在進
行形で島内のグルメたちの注目を一身に集
めている旬なお店、「FISH- 魚屋がする居酒
屋 -」さんです。元々はワインなども楽しめ
るスタイリッシュなレストラン（Restaurant 
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FISH）でしたが、2026 年１月に「居酒屋 
FISH」として装いも新たにリニューアルオー
プンしたばかりの注目店です。最大の特徴
は、奄美の老舗魚屋さんが直営しているとい
う点です。つまり、市場からの仕入れの鮮度
と価格のアドバンテージが桁違い。その日に
市場で競り落とされた、最高の状態の地魚が
そのままお店の厨房へと運ばれます。看板メ
ニューの「刺身盛り合わせ」は、身の締まり
や脂の乗りが抜群で、ここに来たら外せない
一品です。単なる定番の島料理にとどまら
ず、素材の魅力を最大限に引き出す、洗練さ
れた和モダンな創作料理が楽しめます。グラ
ンドメニューのほか、その日の仕入れで変わ
る「本日のおすすめ」が豊富です。コンセプ
トに「Sea to Table」を掲げており、新鮮な
魚料理にぴったり合うワインをソムリエが厳
選しています。もちろん地元の黒糖焼酎のラ
インナップも充実しており、お酒とお料理の
ペアリングをじっくり楽しめます。広々とし
たフロア席のほか、掘りごたつ式の個室（小
個室８名／大個室 16 〜 18 名）も完備されて
いるため、女子会やデートだけでなく、接待
や家族連れ、大切な会食などにも非常に使い
勝手が良いのが魅力です。

以上、私の拙いお酒愛をもとに、奄美大島
の大好きな居酒屋を５つ、紹介させていただ
きました。皆様のアンテナに触れるお店はあ
りましたでしょうか？

改めて振り返ってみると、私が専攻医１年
目という、人生の中でも指折りのハードな時
期をこうして笑顔で過ごせているのは、今回
ご紹介したお店の美味しいご飯やお酒、そし
てそこで一緒に杯を交わしてくれる温かい
人々のおかげに他なりません。奄美大島に観
光や旅行で遊びに来られた暁には、日中はど
こまでも広がる美しい海や、太古の生命を感
じるマングローブの原生林などの大自然を全
身で満喫してください。そして、心地よい疲

労感とともに迎える夜は、ぜひ今回ご紹介
した居酒屋のどこかに足を運んでみてくだ
さい。断言します。まずハズレはありませ
ん！ 私が自分の肝臓と医師としてのプライ
ドを賭けて、自信を持ってオススメします。

ただし、繰り返しになりますが、どのお店
も人気店なので、事前の予約だけは絶対に忘
れないようにお気をつけくださいね。ちなみ
に、私は決して屋仁川の回し者ではありませ
ん。この随筆を読んでくださった皆様と、い
つか屋仁川のどこかのカウンターで、美味し
い黒糖焼酎のグラスを傾けながら、お互いの
人生や旅の思い出について語り合える日が来
ることを、心から楽しみにしています。みな
さん、美しき癒やしの島・奄美大島へ、是非
是非、たくさん遊びに来て下さいね〜！

次号は、鹿児島県立大島病院 / 川本眞子先生のご執筆
です。� （編集委員会）
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